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国指定史跡払田柵跡は、管理団体である仙北町による環境整備も

順調に進捗し、見学者も年々増加していることは喜びに堪えないと

ころであります。

平成 2年度の調査は、第 4次 5年計画の 2年次にあたり、内郭西

内の調査を主とし 4地区の謁査を実施しました。

内郭西内は、内郭線・外郭線の門のうち唯一未発見として残され

て来ましたが、昨年の調査で築地土塀とともに発見されました。謁

の結果、遺構の保存状態が良く、内郭東門や南門と同様に掘立柱

による入関門で、 4期にわたって造営されたことがわかりました。

しかし、立地条件等から門としての実際の機能はなかった可能性も

あることが推定されております。

5カ年にわたって実施して来たボーリング調査は今年で終了し、

低湿地における地山地形の様相を把握するとともに、自然科学的分

析により、古環境の復原や土地利用状況の様子の解明にせまること

ができました。

本書は以上のような成果を収録したもので、古代域柵官街遺跡の

研究上、資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導・御助言を賜り

ました、文化庁、奈良国立文化財研究所、国立歴史民俗博物館、宮

城県多賀城跡調査研究所有秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に

心から感謝申し上げるとともに、史跡管理団{制山北町、向

会、千畑町教育委員会ならびに土地所有者各位の御協力に対仏心

から厚く御礼申し上げます。

平成 3年 3月15日

秋田県教育庁払田楠跡調査事務所

所長冨樫泰時



例

本書は秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が、平成 2 した第84--87次調査の概

要報告である。

2 発掘調査、年報の作成にあたって、下記の方々から御協力をいただいた。

千畑町本堂域間字百円木、森崎土地所有者各位

3 花粉分析・樹種鑑定はパリノ・サーヴェイ株式会社に、地形測量・

和測量合名会社にそれぞれ依頼した

4 十戸Aの記載については、小山正忠-竹原秀雄編著『新版標準こと色i姑J1976 (昭和51)年

を参考にした0

5 実誤Ij図は国土調査法第 座標系を基準に作成した。実測図及び地形圏中の方位は座標北

を示し、磁北はこれより N7 030' OO"Wである。

を参照されたい0

6 遺構には下記の略記号を{吏用した。

SA 柱列、 SB 掘立柱建物跡、 SD SF 築地土塀、 SK 土坑

SX 整地地業・その他の遺構

7 I}:j郭西内には16基の柱掘形があり、便宜上右図のように

番号を付した。
ωψ句。

②@⑬⑬  

Q)⑦(立}⑬

④ ③⑫⑮  
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第 l章はじめに

払田柵跡は秋田県他北郡{山北町払悶・千畑町本堂域自にある。遺跡は雄物川の中流域に近く

大曲市の東方約 6krn、横手盆地北側の仙北平野中央部に位置し、第三紀硬質泥岩からなる真山、

長森の丘陵を中心として、北側を川口 )11.矢島JII、南側を丸子JlI(鞠子)11)によって挟まれた

沖積地に立地する。 1902・3(明治35. 36)年の千崖村坂本理一郎による溝渠開削の際や、 1906

(明治39)年頃から開始された高梨村耕地整理事業の際発見された埋木が、地元の後藤吉井・

よって震史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が開かれた。 1930(昭和 5) 

年 3月後藤宙外が調査を実施し、さらに向年10月文部省嘱託上田三平によって学術調査が行わ

れて遺i跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき1931(昭和 6)年 3月30日付けで秋田県

最初の国指定史跡となり、 1988(昭和63)年 5月初日付けで史跡の追加指定がなされて現在に

至っている。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

仙北町と協議の上、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実施して遺跡の実態を把握するこ

とを目的に、 1974(昭和49)年現地に「秋田県払田楠跡調査事務所Jを設置し、本格的な発掘

調査を開始した。さいわい、地元管理団体{山北町および地域の人々の深い理解により、史跡指

定地内は開発計画から除外された。当事務所は1986(昭和61)年 4月「秋田県教育庁払回櫛跡

調査事務所j と改称した。現在は「払田柵跡調査要項」の第 4次5年計画に基づいて計画的に

発掘調査を実施している。これまでの調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡は長森を臨む内郭線と、真山をも含む外郭綾からなる。内郭は東西765m、南北320mの

長楕円形で面額約163，000n仁内郭線の延長は約1， 760 mで石塁、築地土塀、(東・西.r言のLU

と角材列が連なり、東西南北に八脚門がつく。内郭北門は 2時期、内郭南門と東門は 4時

期にわたる造営が認められる。外郭は東西1， 370 m、南北780mの長橋円形で外郭線の

3，600 m、内郭を含む総面積約875，000nIである。外郭線は 1時期の造営で角材列が一列になら

び、東西南北に入脚内がつく。長森丘陵中央部には政庁があるG 政庁は較塀で区画され、正慰

・西脇壊や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物には I----V期の変遷が

あり、創建は 9世紀初頭、終末は11世紀初頭である。政庁の調査成果は報告書 f払田柵跡 Z一

政庁跡-~ (昭和60年 3月)として公刊した。

出土品には、木簡・墨書土器・嬉・土師器・須恵器・灰糊陶器などがある。木簡には「飽海

「十火大根二右二斗八升J1嘉祥二年正月十日」などの文書・貢進用木簡があ

る。墨書土器には「機悔J1厨J11罫家Jli街舎J1文Jなどの文字がある。

管理団体{山北町は1979(昭和54)年から保存管理計画による遺構保護整備地匹である内郭地

域のごt二地質L ており、 1982(昭和57)年からは環境整備事業を実施している。
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第 2章調査計画と実績

平成 2年度の調査は「払田柵跡調査要項Jに基づく、第 4次5年計醸の 2年度にあたる。さ

いわい事業費については、秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総計費1，400万円のう

ち、国庫補助金700万円)を得たので、次のような「平成 2年度払田11跡調査計画(案)Jを立

した。

第 i衰弱査許密表

調査次数 調査地区 調査予定顕積 調査期間 備 二?ラL 

外郭内郭北東部
ハンド・ポーリンク

第84次 (千畑町本堂域田字 145，000 nf 4 月 1 日 ~4 月 30 日
による基礎調査百宮木、森崎) ハンド ボーリング 400地点

内郭西部

第85次 (仙北町払田字長森、 800 IIf 5 丹 l 日 ~10月 31 fヨ
真LL{)

第86次
内郭西部

22，000 nf 8 月 1 日 ~9 月 30 日 徴地形測量調査
(イ山北町払間字長森)

発掘調査 800 nf 
合計 3 地区 測量調査 30，000nf 

ハンド ボーリング 400地点

平成元年度から平成 5 までの調査は「払田楠跡発掘調査第 4次5年計画Jとし
h
「

C

れ、顧問の指導と助言を得て承認されたものである。

第84次調査は基本計画における遺構確認調査に係る長期計画の第 5年次調査であり、

.70次 .77次 .79次調査に継続するものである。

第85次調査は昨年度の第81次調査で位援を確定することができた内郭西門の調査を日的とし

たものである。

第86次調査は長森丘陵西部の徴地形測量調査で、政庁東側や昨年度の丘陵商端部の謁査に継

るものである。

平成 2年度の調査の実績は次のとおりである。
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第 2章謂査計画と実績

第 2表謂査実繕表

調査次数 2同 ?を 地 i孟 調査予定面積 調査期間

外郭 内郭北東部 137，000 nf 
4 月 9 日 ~4 月 19 日第84次

(千畑町本堂域回字百目木、森崎) ハント ボーリング 450地点

第85次
内郭西部

(イ山北町払田字長森、真山)
1. 022 nf 5 月 7 日~1l月 2 日

第86(大 内郭西部(仙北町払田字長森) 27，000 nf 10月 15 日 ~12月 15 日

第87次 外事11西部(1山北町払田字早坂) 65ば 11 月 6 日 ~11 月 13 日

発 掘 調 査 1， 087 nf 
4 地区 i~JJ 5主芸1L 調 査 27，000nf 

ハンド ボ リング 450地点

第84次調査では外郭-内郭北東部の137，OOOnfを対象としてハンドーボーリングによる地山

レベルの計測、遺物の表面採集などの記録作成を中心に行い、地山地形の様相を把握し、一部

で遺物を採集することができた。また、 2地点において花粉分析試料を採取して分析を行った。

第85次調査では長森丘陵の西端に内郭西門を検出し、払回柵跡における内郭-外郭の全ての

門の位置が明らかとなった。

第86次調査では長森丘陵の17，000nf にわたる微地形測量と基準点の埋設を行った。

第87次調査は前記計画に代わり、{山北町による農道及び水路改良事業による現状変更許可申

請に伴う調査で、明確な遺構は検出されなかった。

- 3 -
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第 1図 払田柵跡調査実施位置図

( 4 ) 

凸

(57) 

(31) 

8 

(73) 



第 3章第84次調査

第 1節 調 査経過(第2図)

本調査は昭和60年度から継続する沖積地の遺構確認調査である。本調査はハントー.ボーリン

グによって遺跡とその周辺の地山レベルを計測し、沖積地における沼地形を復原することと、

水田面や水路内でj童物の表面採集を行い、その分布と密度を調べ、これらIEl地形の復!京と遺物

の分布状況下から遺構の存在とその範留を推定し、古代の沖積地の土地利用状況を把援するこ

とが目的である。同時に、古代の堆積層から試料を採取し、自然科学的分析を行って、

の復原を図るための基穫資料の蓄額なども 1=1指してきた。

本年度は長森北東部の内-外郭137，000nfを対象とし、現地表における土地の利用状況を勘

案して450箇所のハンド・ボーリングを実施した。

第 2節 調 査成果(第3・4図)

推定される地山地形は第 3閣に示すとおりである。等高線の走行は主として北西一南東方向

で、百白木集藷南側に位置する外郭北東部が最も標高が高い。これまでと同様に腐植土層中に

平安時代の火山灰を挟在する状況が随所に見られ、外郭の 2地点において実施した花粉分析の

結果からも、外郭の低地は古代には水分の多い泥炭地の状況を呈していたのではないかと推定

される。長森北部の外郭水田面において須恵器葦の小破片を採取した(第 2図)。

第 3節小結

6カ年にわたり払田柵跡全域のボーリング調査を実施し、古代における地形のおおまかな様

相を把握し得た。遺物の分布は政庁など主要施設のある長森丘陵中央部から東部にかけての南

側の低地が最も多く、この分布と遺構の分布とが有機的に関連するならば、遺構の存在は長森

丘陵南側の外郭内、殊に外郭南門と政庁の間が最も有力視できょう。

これまでの花粉分析結果を総合すると、古代の植生は丘陵地ではスギ林と落葉広葉樹林であ

る。低地は水湿地性の植物が生育する泥炭地が多く、イネ栽培の可能性はホイド井泉付近にお

いてわずかにその兆しがあるほかは、可能性は極めて低いと言える。

b 
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第84次調査
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第 1節調査経過

第85次調査は長森丘陵の西

端部を調査対象地区とし、内

郭西門およびその内外の通路

の検出を目的として実施し

た。 5月7日に機材の搬入、

テントの設営を行って調査を

開始、翌白から杉立木を伐採、

24目、斜面上方からの表土剥

ぎを開始した。

訪日、門の存在が推定され

る平垣部の表土剥ぎを行い、

門柱掘形の一部を確認、 12日

までに12基を検出し、以後、

重複状態の把握に努めた。 6

月21日、調査区南部にある町

道分岐点付近の東側斜面に築

第 4章 第85次調査

第5図第85次調査位置図

地崩壊土が帯状に堆積しているのに気付き4 この付近に築地土塀の存在が予想された。さらに、

この築地崩壊土によって覆われる柱列の柱掘形も見られ、門の隅柱から築地土塀先端までのお

およその距離も推定された。 7月11日、八の字形部分の角材列を並列した溝も、門の南北南側

で検出した。内の中央部には黄褐色の整地騒が施され、内郭西門第百期柱掘形がこれを掘り込

んでいたが、柱掘形の一部が整地層の下にも見られたので、 7月27日、整地層を剥土したとこ

ろ、古い時期の柱掘形や SD917溝が明らかとなり、第五7期建物を建てる前に整地主プ施してい

ることが判明した。 8月 1B、調査区南部の町道に第67次調査で設定したトレンチを再度掘り

下げたところ、築地土塀の存在が明確となり、その内側に 3基の柱からなる柱列も検出された。

これによって、築地土塀は南北方向に構築され、東へ折れ曲がって現在の町道の真下を東へ延

びていることが判明した。

8月 6日、西側柱のさらに西に柱掘形が 4基あり、これらの南端に角材亨IJを建て並べた溝が



払田柵跡調査事務所年報1990

連結していることがわかった。その後の精査で、この新たに検出された 4基 1列の掘形は 3時

期、東側 l列は 1時期のみ、中 2列は 4時期の造営であることが判明し、第田期建物終了後、

第百期建物を構築する際に建物全体を東へ大きく移動して建て替えを行ったものであると

られた。 23日より門柱摺形の断ち割りを開始し、実測作業も並行した。八の字形角材列部分、

どを行った。 2月268から道路跡の検出をu的とし、

門の西方の{丘地にトレンチを設定した。

10月4日、第28回顧問会議を開催し、

鹿史民俗博物館考古研究部長問

、ただしイょ。 己目、現地説明

たのは11月2日である。

-研究の顧問である秋田大学新野直吉教授、国立

るとともに現地で御指

って、人力による埋め演し作

し、

し、以後、

2節検出遺講(第6図}

t入内郭西門

したものである。門の後方は約250整地を施し

って張り出す斜商を削り出し、

1)、西方は真山に遮ら*1..-c 

眺望が良くない。標高は40m前後で、現在の水田との比高は約 6mである。整地地業 5、

建物跡上溝12、築地土塀ム柱列 3、土坑 l、その他のi章構 5の言t28遺構を検出した。

( 1 ) S)く詑1 (第 8図)

S B907内郭商門の北西部斜面にあり、褐色土、黒褐色土を用い、主として SD891・892溝

構築予定地の古代の表土の上に施したもので、創建期の盛士整地地業である。全体に地山の礁

を多く含んでいる。西ほど厚く北西端で、は60crnの層厚がある。第81次調査報告第18図の 8、問、

22腐は本整地層と同一層であると思われる。

(2) SX922 (第 6図)

S B907内郭西門の南西部斜面にあり、地山の燥を多く含む褐色土、黒褐色土を用いている。

S 

( 3 ) 事真喜23

S B907・D(第五1期内郭西門)の中央部に施した、厚さ20---30crnの盛土整地地業で、地山

4
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の擦を多く含んだ黄褐色土を用いている。この整地震の上に SX909・910焼土遺構があり、 S

B907. D建物の掠通り中央柱 2本がこの焼土遺構を掘り込む。 SB 907 . A . B . C (第 I~

聾期内郭西門)の東側中央柱 2本と SD917溝は、この整地層を除去して検出された。また、

つ人}
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第 4章第85次調査

S B907・D建物の東側北 2柱掘形は掘形南西偶においてこの整地躍を切っていることが明確

であった。このことから本整地層は SB907 . D建物を構築する直前に主としてその中央部に

施したものであると言えよう。

(4) S X924 (第15国，図版23)

S F920築地主塀の下にあり、葉地土堺造営予定地の平坦面を確保するために施した創建期

の盛土整地地業である。古代の表土の上に径5~25cmの大きめの地山擦を含む褐色土、黒褐色

士を用いて整地したもので、全体に硬く、締まりがある。西に傾斜しているため、西ほど厚仁

西端部で、は55cmの層厚がある。

( 5 ) 喜文書25 (第6図)

S F920築地土塀の内側に施された創建期の盛土整地地業で‘ある。 SA91ヲ柱列

の北端柱東側の笛で見ると、地山上に地山i療の混入の少ない灰黄掲色土層、暗褐色土層、オリー

フ‘褐色砂層を水平に重ねており、 SX921、922などよりも丁寧に施したことが窺える。町道工

事で削平を受けてお i人築地土塀とは離れているが、元来は築地土塀に密接し、 SX924整地

地業とも連続するものであろうと推定される。最下震の灰黄掲色層中より須恵器の杯および高

台杯が出土した(第21図 1~ 針。 S A919柱列はこの整地層を掘り込んでいる。

言 掘立柱建物跡

( 1 ) 喜露関7内郭詰問 (第 7~10図，巻首図版 1 ~ 5 ・図版 2~17'19 ・ 29)

長森丘陵の西端にあり、西に向かつてテラス状に張り出す平坦面を作り造成したものである。

桁行 3間×梁行 2間の掘立柱による八脚門で、柱掘形の平面的重複関係及び土層断面の観察に

よって 4期にわたる造営を認め得る。

柱掘形は16基あり、中 2列 8基は第 I期'"'-'N期にわたる重複があるが、西側 l列 4基は第 I

期~部期まで、東側 1列 4基は第N期のみの造営である。建物は第E期までは掘形が重なる範

閤内で建て替えを行ったが、第N期建物を構築する際には SX923整地地業を施した上で、全

体を東側に大きく移動して建て替えを行っている。

門の後方は急斜面となり遺構は全くなし、。前面中央部には SX931があり、古代の時点から

されている。西方の抵t地に設定したトレンチ内には門正弱から西へ延びる道路跡は検出さ

れなかった。門の造営位置は全体に西へ傾斜しており、 I期掘形の地山面での高低差は東西両

端で、180cmある。 N期掘形の確認面でも東西両端で'80cmの高低差がある。掘形内からは遺物は

ほとんど出土しなかった。内郭東門や外郭南門に見られる足場組穴は検出されなかった。

地山は黄褐色の泥岩で、内郭東門付近のような硬質頁岩はない。そのため、掘形内や周辺の

地山面には掘削の際の工具痕跡、が明瞭に残っている。工具痕跡には 2種あり、幅15cmの丸刃の

円
J
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払田柵跡調査事務所年報1990

工具は主に水平方向の掘削に用いられ、幅5.5cmの細身直刃の工具は主として垂直方向の掘削

に用いている。内郭西門から外郭西門までの直線距離、政庁まで、の距離はそれぞれ470m、400m

である。

① S愚907. A [第 I期]

柱掘形は北東隅柱を除く 11基を検出した。一辺が120~200cmの略方形で、垂直に掘り込まれ

ている。柱掘形底面のレベルを見ると、部側柱が最も低く、棟柱がこれに次ぎ、東側柱が最も

高い。その高低差は最大1.6mである。北西隅柱は急斜面のため消失したものと思われるが、

推定位置には角材列を立て並べたSD891溝がとりつく。しかし、南西橋柱は掘形が明確であ

るが、 SD918溝の角材列は柱に直接とりつかなし、と思われる。門の柱痕跡は検出されなかっ

たが、掘形位置から第豆類とほぼ同じ建物規模と推定される。

② 事昌吉野 s 露 [第rr期]

第 I 期建物をわずかに南東に移動する。柱掘形は一辺150~240cmの略方形を塁し、

な掘り込みである。柱痕跡は不明であるが柱の下の根石が残る掘形が 4基あり、建物総長は桁

行960cm、梁行720cmで、計画尺は桁行32尺 00+12-ト10)、梁行24尺(12+12) と推定される。

根石は丘陵の硬質頁岩の角礁を用いる場合と、河原石の場合とがあり、棟通り北 2柱 (No.6) 

で‘は掘形底部にlOcmほど増土した後、再び掘形の底部まで、径80cmの円形に掘りくぼめ、その中

に角磯 2個を置く。北東隅柱では据形底部に 5.--...._.10cm埋土した後、径100cmほどの範囲に角礁

を敷いている。根石の上国レベルを柱の下面レベルとし、根石のない場合は掘形の底に柱の下

面が密着していたと仮定すると、柱の下面レベルは西側 4基が低く、中でも北西i璃柱が最も低

い。高いのは東側 4基で、そのうち南東隅柱が最も高い。両者の高低差は1.85mである。

③ S富吉07. C [第頂期]

柱掘形は径180cm前後の略方形で、あるが、東側北 3柱のみ径140cmほどの円形である。柱痕跡

は西側に 4 本、東側に 2 本残存し、径45~70cmである。桁行915cm、梁行725cmで、計画尺は桁

行30尺 (9+12+9)、梁行24尺(12+12) と推定される。西側北 2掘形 (No.2)は第E期掘形

を切って掘り下げた後、一旦突き固めて埋め戻し、再度掘り込む。西側北 3柱 (No.3)の柱痕

跡の中央部に火山灰がレンズ状に入り込んでいる。根石は西側柱では北端を除く 3基に角!擦を、

東側では中 2本に角穣と河原石を用いる。東側北 3柱 (No.11) lf:' Liγ 己!)V'---什抵かわ守山ド洩っ

ており、分析によれば樹種はクリである。第;立期の場合と同様に柱下面レベル、掘形底面レベ

ルを見ると西側 4基が低く、中でも北西隅柱が最も低い。棟柱と東側柱に 2列に大きな違いは

なく、最も高いのは南妻中央柱と南東隅柱で、北西隅柱との高低差は1.65mで、ある。

⑧ S B907・野 [第五7期〕

第亜期建物を東へ大きく移動して建て替えたもので、これに伴い角材列を並列する SD892 

。。
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第4章第85次調査

. 918溝も

~盟期建物

している。 で'350cmほどで、本建物の西側柱掘形が第 Z

あるが、棟通り中

2 本は径90cmの円形である。東側柱 4 本は長径180~270c郎、短径160'"'-'180cmの方形で、北

川0.13) と北 3柱 (No.l5)は一度掘形を掘り下げた後、上部まで突き間めながら埋め戻

し、北へ{立置をずらして掠り下げている。~と 2 柱 (No.l 4) では地山語から60cmほど摺り

後、同じように北へ位置をずらして掘り下げたために掘形南側にテラス状の段を生じている。

掘形内にlOcmほど埋土した後、木の礎盤を敷き、牲を立てている。礎撃は厚き 8cmで樹種は分

析によればスギである。東側の南 2本の場合、直面を90cm、深さ1O'"'-20cm掘りくぼめ、理土し

てから粍を立てる。柱摺形理士に火山灰が混入する場合がある。柱痕跡は12本ともに晃られ、

る。 いていなし、。柱の下商い !L-

2本が高L、 し 桁行総長ヲ60c恐(北

から313ト337+310)、 (東から325ト327)で、 00.5十日十

10.5)、禁行22尺(11十日)と推定される。

3 

( 1 ) 喜容芸部 .3控 (第5・12[玄1，図版17--19)

j失調査で検出した SF885築地士揮の南端部と、内郭西内.:lt西隅柱との間にある

角材列を¥It子IJした布摺り溝で、 SX921整地地業を掘りiるんでし、る。第81次調査では SD8引が

Z期、 SD892が内郭線立期で、それぞれA.B2小期があると考えたが、密門南側の

角材列や内郭東門西側および内郭南門東側の内郭線E期角材列に 3小期があることを考え合わ

せると、この SD891・892もSD891Aのみ、が内郭線 I期でSD8合lBとSD892A . Bが内郭

立期と見なしたほうが妥当ではないかと考えるに至った。 SD891AはSB907 A (第 I期内

に、 SD891 BとSD892A . BはSB 907 B . C . D (第五 '"'-'N期内郭西門)にそれ

される。 SD892Bは東に曲折して SB907D (第五7期内郭西門)の北

る。 4期にわたっ

みの部分で、は40~50cmである。第E

る部分ではi嬉80~100cmで、あるが、 SD892Bの

らSF885築地土塀の南端までの

長さは15出、比高は2.7mである。昨年度調査部分では溝内に Li:こカ人

おいては明確な角材痕跡は検出されなかった。

(2) SD918・宮26・927・吉28 (第 8・ii図， 図版18・19)

S B907内郭西門の南西隅杵から南へ延びる角材列を並列した布掘りである。 SD918はSX

922整地地業を掘り込む斜面部分の講に付し

にjったる 見られ、このうち少なくとも最も

25 -

で、 断面ではA.B.C.D4期

S F920築地土塀に連続する内
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郭線 I期と

第12図 50891 • 892 • 918土層i新商菌

られる。 D期j警は東に曲折して SB907D (第百期内郭西門)の南西璃柱に連

結する。第盟期内郭西門の南西隅柱の土層断面(第 9図 4)を見ると、門柱掘形に根石を重き、

第E期の柱を据えて掘形上部まで埋土した後、 SD918Cを掘り込んで溝内に角材を据えて埋

土している。 SD926----928はSF920築地土塀の崩壊後に築地譲土を掘り込む内郭線E期の溝

で、 SD918B . C . D に対応するものであろう。いず~;h も町道工事による削平のため、溝の

底面付近しか残存しなし 角材痕跡が見られる。 SD926はSD927を切っているが、これら
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第13悶 S D908 • 917土層断面図

とSD928との新!日関係は不明である。 SD926v土!I!高50郎、 SD928はrpA;40cmある。第藍期内郭

らSF920築地土塀の北端まで唱の距離は13r及、比高は 3mである。 SD8引‘

892と向様に、斜面部分には角材痕跡は検出されなかった。

( 3) S昌吉告書 (第 8函.13図， 図版20)

S B907 . D建物の主として東側と南側に見られる溝で、東側で、は稿60cm、深さ 15---20cmほ

どである。南側は浅く、判然としない。建物の北東隅では丸みを帯びて西ヘカーブする。第N

期内郭西門の雨落ち溝と考えられる、建物の東側柱から溝までの距離はおおよそ120cmで‘ある。

溝底に掘削時の工具痕跡、が明瞭に残る。

(ヰ)喜 D喜11 (第141X1)

1¥1期内郭西内の北西隅柱と、その南の柱との間を結ぶ溝で、第五7期|子9郭西門に伴うもので

ある。 rp高25~35cm、深さ 30cmほどである。構内に較状痕跡は検出されなかった。

( 5 ) 皐 B事12 (第14図)

第五7期内郭西門の南西隅柱と、その北の柱との間を結ぶ溝で、第五7期内郭語門に伴うもので

ある。幅40~50cm、深さ 40cmで‘ある。溝内に板状痕跡は検出されなかった。

( 6 ) S D 91ヰ(第14図)

第盟期内郭西門の棟通り掘形 4基を結ぶ溝で、幅35cm、深さ25cI1lで、ある。埋土は第E期掘形

のそれと同一で、こ 宮刀マ
Q

1
t
 

よ
イ4，
 

ら考Lr
一

のもh
hノ りじり

より約100cI1lほど西にあり、柱と

痕跡は検出されなかった。

( 7 ) 事 D915 (第 6関)

内郭西門の南にあり東西に走るi隠50-------85cl1l、深さ20cmほどの溝で、長さ16.3mを検出した。

ものではなL、。中央間にもあり、 に板状

地山を掘り込んでいるが、所々消失してお l人

(8) S信号17 (第 8・13図，図版21・22)

南北方向に直線的に長さ 12.4m 、 i脂 10~35cmあり、地山を掘り込む。

も延びている。

にi福10cm、長さ20

口
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~40cmほどの細長い凹みが見られるが特に板状痕跡は見られなかった。第N期内郭西門の

に行われた SX923整地地業を剥土して検出された。第五7期内郭西門よりは古〈、その方向か

ら第 I~rn期内郭茜門に係る遺構であろう。

ヰ 築地土塀

( 1 ) 喜 F920 (第 6・7・11. 15図，図版23)

調査区南端部にあり、全体が町道工事によって削平を受けているが、築地土塀の北端から南

へ長さ3.5m、幅 2m、積土の高さ20"-'45cmが残存する。方向は発掘調査南北基準線に対して

N130Eである。 SX924整地地業の上に乗り、 暗褐色土を用いているが、

しない。西へ傾斜する斜面に作られ、それが水平に都子を受けているので、

に立ち上がりが残る西側壁に比べ、東側は全く失われていて墓底l福は不明である。しかし、こ

れまでの払田禰跡での築地土塀の基底幅は 3---3. 25mで‘あるので、西側壁から約 3mのi揺を取

ると、ほぼその付近に南北方向に並ぶ 2f屈の柱穴がある。これは築地土塀構築時の足場組穴か、

仮枠板を押さえるための柱穴かと推定される。築地土堺の内側に、築地土塀に伴うと考えられ

るSA919柱列があり、その長さはおおよそ6.6mである。築地土塀は北端から少なくとも 7m

ほどは南北方向に走 k 現在の町道の下で東へ曲折して丘陵の南側で既に換出されている

(第67次調査)に連続し、さらに内郭南門の西側石墨へと連なるものと考えられる。築地

土塀の積土を、その崩壊後にSD926 . 927・928が掘り込んでいる。

A 
S A913i'宝列

S F920築地二i二f柄引 II=35.40mム'
S D928溝

地山

S X924繋地地業

m 

第15罰 Cトレンチ南壁土層歯

5 設予Ij

( 1 ) S .A 913 (第 6・ 7図)

S F920築地土塀の西側に、築地崩壊土から掘り込む径90cmの円形のピットがあり、築地土

塀の一部をも掘っている。深さは判然、としないが、 トレンチ断面では少なくとも40cmほどはあ

りそうである。掘形が 1基のみで柱痕跡も不明であるが、角材列に平行する内郭線亙期の柱列

-30-



第85次調査第4章

の北端の柱と考えられ、第81次調査の SA898と

日ニ35.70m-8' B 
25) 

の対応が推定される。

(第11・16関，図版24S A919 ( 2 ) 

S F920築地土塀の内側にある南北筋の柱列で、

S X925整地地業を掘り込む。築地土塀と八の字

形角材列の接点部分に設けられた、築地土塀に平

行する 2間の柱列かと考えられる。北端の柱掘形

は長窪160cm、短径125cmの略方形で、掘形内に径

1
i
?
-
4
3
4
 

48cmの柱;壊が残る。総長はおおよそ660冊、計画

尺は22尺(11尺十日尺)と推定される。据形は築

地土塀の崩壊土に覆われており、内郭線 I期の構

SA引 9~ヒ端柱土層断苗笛
築である。調査区北側にある SA903に対応する

第16図
ものであろう。計画尺は両者向ーである。

7図)(第 65 A903 ( 3 ) 

昨年度の第81次調査で築地土堺南端部の内側に検出した内郭線 I期の柱列で、計厨尺は22尺

である。昨年度は 3基の柱揖形の西半だけの調査にとどまったが、今回その南端01尺等間)

柱掘形を調査した。新!日 2時期あり、新しし、方の掘形は東西190側、南北120cmほどで、上方が

漏斗状に開き、径40cmの柱痕跡がある。古い方の掘形を掘り込む小さな掘形があり、中に径20cm

これは柱列とは別のものである。ほどの柱痕跡があるが、

読F
O
 

(第17国)5 Iく916-sノi
 

f

，‘、

J J 3 1グリッドにあり、長軸150cm、短軸130cmの楕円形を皇し、深さ約30cmである。

その{患の遺議7 

(第17図)5}く知事、1
p

，a'i
 

rzz
、、

S X923整地地業の…とにあり、第五7期内郭西門の樺通り北 2柱掘形によって切られる。長車由

220cm、短軸150cmの楕円形の範囲に炭化物、焼土、褐色土が分布する。焼土の厚さは10cmほど

で炭化物層中より万の柄頭(第27図46)が出土した。

(第17図)S X910 ( 2 ) 

S X923整地地業の上にあり、第百期内郭酉門の棟通り北 3柱掘形によって切られる。長軸

240側、短軸160cmの範問に炭化物、焼士、掲色士が分布する。

丹
、

υ
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2基が一連の掘り込みを深さ40cm
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SBヲ07AあるいはB建物の様通り中央柱 2本の掘形は、

ほどまで施した後、その間を突き固め
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はその埋土を掘り込んでおり、第五期内郭西門の棟通り柱筋に乗る。上部の径は95cm、鼠径

38cm、深さ60cmで、ある。

(ヰ) S X930 (第8・18図，図版26)

S B907内郭西門の中央関西寄りにあり、西に傾斜する緩やかな凹みで自然地形と考えられ

る。東西方向の傾斜角度は約150で、地山の上に硬く締まりのある暗褐色土、黄褐色土が厚さ

20cmほど堆積する。この土は南北方向の土層断面では第五期内郭西門の柱掘形を覆い、第蛮期

の柱掘形によって切られる。第 I期掘形との関係は不明であるが、第置期掘形を覆う土にはこ

うした硬く締まりのある土は存在しない。また、中央間の地山面には高さ約40cmの段があり、

南北の壁となって残る。これは I期あるいはJI期の柱掘形を掘り込む際に一連に掘り込んだも

のであるが、この中は黄褐色の地山を棄を多く用いて空き踏めて埋土されてL、る。これらの土は

自然地形の出みを埋めて平坦街を保つための整地で、第 I期~亜期までは繰り返して行われた

が、第五J期には建物が東へ移動するため、特に整地の必要はなかったものと考えられる。

( 1) ) 皐支部1 (第 8民間肢2i.28)

内郭西門の西側にあり、地山を削り出した出みである。柔らかL、黒褐色土が堆積するだけで

整地地業は施されてし、なし、。問み内には門柱掘形内壁や SD908雨落ち溝に見られるものと向

様の工具痕跡が観察され、町道工事の機械力によるものではなL、。堆積土の状態、からそのf患の

近年の土取り工事によるものでもなく、古代において現状のように削土したものと考えられる。

富 島トレンチ (第 7・19図)

門正面から西に延びる道路の検出を目的に、内郭西門の西22mの低地に長さ11m、幅 2mの

トレンチを設定しーた。 トレンチ内の基本土層は黒掲色の耕作土、黒色土が吾々厚さ 20~30cmで、

堆積し、その間に部分的に近代の道路敷の黄褐色土と砂利が挟在する。その下は所々に砂が混

じるオリーブ黒色の粘土である。古代の道路状遺構や側溝があるとすれば黒色土露中かオリー

ブ黒色粘土の上部にあると考えられたが、オリーブ黒色粘土の上面に細かな砂利が多く見られ

た飽には溝はなかった。また、この砂利面が道路面と断ずるには韮らなかった。北側の土層で

は真山側に向かつて落ち込みが克られ、これは真山を巡る中世の堀の一部にトレンチがかかっ

たことによると考えられる。珠洲系と患われる陶器 1片が第 3層中から出土した(第27図47)。

宮 龍トレンチ (第20図)

調査区北端の土層観察のため、斜面の東西方向に設定したトレンチである。上方の斜面には

表土の他、 2層に自然堆積の黒褐色土があり、 3層の漸移層を経て地山となる。この 2， 3震

は斜面の下方で断ち切られ、地山まで削り出しーた後vこSX905とSX921整地地業がこれに乗っ

-33 -
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岳トレンチ北壁土層第20思

この断ち切り部から SF885築地土塀の東譲までの距離は約 6mで、築地土塀とそのている。

そこに柱列が構築されていることがわかる。内側の斜面との間にはこうした空間が設けられ、

第 3節 出土遺物

(第21図 1~:1，図版3lì
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1 

ぷ 4 

に
d

り

出土地点
1 ~ 4 S X925 

5 S B 907N期掘形

6 ~ 8 S B 907 III期掘形

9 S A 919 
10 J F 35 

7 
8 

万:
10cm 。

第21包遺

-35一

物(1)
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13 
14 

15 cり
1
1
1
 

出ニ仁上自点

11・16・18 J F 32 
12 J F 33 
13 Dトレンチ

14・15 J G 33 
17 J F 34 

0.41 

6.4 3.5 り 50

5.4 3.9 0.44 

5.4 I 3.8 

第22回遺物(2)
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出土地点
19・26 .J G 34 
20・21 Dトレンチ

22 .] G 33 

23 J P 34 
24 .J E 33 
25 J 1 35 

21 

¥ 

24 つつ
ιJ山

つ3

。 10cm 

番号 i種 5j1j 
口笛 底径 器高 底径 高f圭 タト{頃

底部切り離し
年吋 t付 止司 指数 指数 度

19 須恵器杯 13.1 4昼9 3‘8 0.37 回転糸切り

20 須恵器杯: 4.7 回転糸切り

須恵;器杯 間転糸切り

須恵器杯 回転へラ切り

2.'3 須恵器杯 6.6 回転へラ切り

24 y員恵総高台i村4 5.4 回転糸切り

り-にU 1ii窓mf高Mi杯 8.0 不 円月

26 墳主t芸高台(すt{ 回転糸切り

第23図遺物(3)
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27 

/ 

/ 

28 

/ 

29 

出土地点
27 J P 34 

28.31 J 134 
29 J Q 32 
30 J P 33 
32 J E32 
33 S B907 

12.8 

11.7 

12 . 0 I 5. 7 I 4 . 2 I O. 48 29" I回転糸切り

第24笛遺物(4)
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l間 F重 Bリ
U箆 底琵 王合立d:r出E司 底径 向f主 外{ゅ;

底部切り離し
(cm) (じ111) (CI11) 指数 指数 度

34 土師器杯、 12.8 4.8 4.5 0.38 35.2 29
0 

回転糸切り

35 土師器杯 1 13.6 5.8 4.9 0.43 I 36.0 .33
0 寸、 日月

よ内ib内 土師器杯 7.6 不 3月

37 土師滞杯 1 12.2 4.6 4.7 0..38 .38.5 転糸切り

38 土師器杯 7.0 不 日月

I 39 土日市器;料、 回転糸切り

40 二仁削i器杯 5.4 ! 可J 明

41 土師器~;f 5.8 匝転糸切り

42 土n市器杯 5.0 不 明

43 J淵器保iN"f下 8.0 回転へラ切り

44 土~ttî *l::;r{ 18.9 

第25間違物
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① 須恵器 1-----3は杯、 4は高台付杯で、いずれも灰白色を呈する。底部切り離しは 3のみ

回転糸切り、他は回転へラ切りである。

(2) S思907内郭商門柱掘形内出土遺物 (第21 図 5~8 ・第24図33 ・第26図45，密版31 ・ 32)

① 須恵器 5は第N期内郭閉門の南西隅柱掘形内から出土した杯である。灰色を皐し、忠部

切り離しは回転糸切りで、内面は硯に転用されている。 6. 7は第E期内郭西門の北東隅柱か

ら出土した灰白色を呈する杯で、底部切り離しはし、ずれも回転ヘラ切りによる。 7

り、「十」かと考えられる。 8は第頂期内郭商門の西側北 3柱掘形 (No.3 )からの出土で、墨

書があるが文字は不明である

② 土師器 33・34は第班期内郭西門の南東隅柱掘形内からの出土で、

払田柵跡調査事務所年報1990

し、底部切り

離しは回転糸切りである。

③ 鉄製刀子 45は第百期内郭西門の東側北 2掘形 (No.14)の埋土上部から出土した。長さ13.6

C段、橋1.5c弱、厚さ0.8c盟であるG

( 3 ) 事臭事19註予IJ出土遺物 (第21留 9) 

① 漬恵器 北端柱掘形のj望土から出土した灰色を呈する杯である。底部切り離しは回転へラ

切りである。

9 45 

第26国遺物(6)
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( 4 ) 器X909焼土遺構出土遺物 (第26図46，図版32)

①柄頭 銅製の柄頭で、幅3.4cm、厚さ1.3cmで、ある。中央に径0.6cmの孔が表裏対称にある。

焼土-炭化物層中から出土した。

他に、底部切り離しが回転糸切りの土師器杯が出土した。

2 

① 讃恵器 (第21図10. 22~24悶，図版31 ・::1 2) 10は灰白色を呈する杯で、底部切り離しは回

ラ切りである。 SF920築地土堺と SA919柱列の間から出土したもので、 SX925~護士整

地地業に含まれてレたものである可能性が強い。1l ~23は杯で、 23を除し、て調査区南側の斜面

ら流れ込んだものである。 11・12は黄撞色ないし踏鴇色を呈するが硬質である。

切り離しは22 ・ 23のみ回転ヘラ切り、{訟は回転糸切りである。 19-~20は底苦ßに墨書があ今、

20は「木Jと考えられるが、{患は不明である。 24--26は高台付杯、で底部切り離しは24・25が回

転へラ切り、 26は回転糸切りである。 24・26は底部外面が現に転用されている。 27"--29は蓋で、

27・28は転用説である。 27の外語に墨書があり「利乙」かと考えられる。 30"--32は壷である。

② 土蔀器 (第25図) 35~42は杯で35 . 36・訪は内面黒色処理が、 38は底部周綾に回転ヘ

ラ削り調整が施されてL、る。 43は高台付杯、 44はログロ成形による歪である。

③ 瓦 (第27図48) 丸瓦で、四面に布面痕と糸切り痕が見られる。浅黄色を塁し、脆く、

している。

(第27図49) いが、少なくとも 3簡を使用していることが明らか

で、 6.5舗の厚みがある。

中世絢器 (第26図47) 内郭西門の西方低地に設定したトレンチ内の第 3層黒邑土中か

ら出土した。珠洲i系陶器であろう。

⑤ 縄文土器'石器 (第28図) 50"--52は縄文後期あるいは晩期の深鉢形土器で、調査区南

端部に設定したトレンチの地山直上の黒色土から出土した。 53は石銀、 54は石匙、 55はかなり

o
 

-，
Q
 

4節小結

. 51次省 67次、昨年度の第81次調査の結果を踏まえ、内郭語門の検出を

目的に実施した。その結果、払田柵跡における内郭線、外郭線にとりつく門のうち、

見として残されていた内郭自門を検出した。内郭西内は南北棟桁行 3間×梁行 2問、掘立柱に

よる八脚門で 4期にわたる る。建物規模は第 I.n期は桁行32尺(10+12+ 10)、梁

43 
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行24尺(12+12)、第E期が桁行30尺(9十12+9 )、梁行24尺(12+12)、第百期が桁行32尺

(10.5+ 11 + 10.5)、梁行22尺(11+11)である。

内郭線の最大幅は、今回検出した SF920築地土塀が東へ曲折すると推定される位震から、

内郭東門の東に位置する SF01築地土塀の北端部と推定される位置までと考えられ、ほぼ765

mであることが判明した。遺構総数はおでこれらを時期別に整理すると次のようになる。

直前 IS X921・922・924・925整地地業

第 3奇襲 選議の変遷

内郭線 I S B907内郭西門

I期 S F920築地土塀 SAヲ19柱列 S D891 (A) S D918角材亨IJ

内郭線 I S B907内郭西門 S D908溝
第五期 I S D926・927・928角材列 S D891 (B)・892(A) CB) S D918角材列

上
手

し__l__[

内郭西門付近

第2雪国 内郭線 I期の匹函施設模式図

内郭東門付近

内郭ヰ門の諸特徴
(註 1} 

内郭の東西南北 4門の特徴を列挙する。

-44-



築地土堀

第4章第85次調査

築地土堺

。
00  

@(OO 
〔内郭線第 I期〕

G 

角材列

‘-ー-一.'・，--ι， 、

@I (内郭線第II期〕

。u。
。。。

第30図 内郭線変遷模式思(内郭西門付近)

① 北門は沖横地にあるが、他は丘陵部に構築されている。現水田との比高は東門が4.5m、

南門が 2m、西門 6mである。

② 門の{立震から対応する外郭の門が見えないのは西門のみである。

(]) 4門ともに全時期を通じ、礎石を用いない掘立柱式の八脚門である。

④ 造常時期は北門が 2期、他は 4期である。

⑤ 4門の規模の変遷は第 4表のとおりである。

@ 4門ともに内郭線が八の字形に内側に入り込む位置に取り付き、築地土塀には甚接取り付

かなL、。八の字形部分は門の前面の隅柱に取り付く。

戸川
U

A
斗
A
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⑦ 八の字形部分は、内郭線 I期には南門のみが石塁、東・西.~t門は角材列として造られる。

③ 棟通り中央柱 2 本を欠く構造が東門の立 .m期、南門の瓦 ~N期に見られる。棟通り中央

柱 2 本を欠く構造は、政庁の東・西.~ヒ門と共通する要素である。

⑨ 建て替えの際に建物を内郭線の内側に大きく移動させているのは北門と西門で、移動距離

は北門が約1.7m、西門が約3.5mである。

⑬ 内郭西門と南門の柱の下に根石を置く場合がある。根石には長森丘陵の角張っ

と丸みのある河原石を用いている。 1. N期には根石は用いられなし、。

⑬ 東門と西門のN期掘形埋土、およびIv期西門に連なる八の字形角材列部分の埋土中から火

山灰が検出されており、このことはrv期建物を建てる直前に火山灰が降下したことを意味する。

払田柵跡から検出される火山灰は自然堆覆の状態では 1枚のみで、分析によれば十和田 a火山

灰とされる。この火山氏の降下年代を延喜15年(西暦915年)にあてる見解がある。

第4表門の規壊の変遷

I 期 五 期 車期 N 期

桁行 31尺(9.5十12十9.5) 31尺 (9.5+12+9.5) 33尺(11ト11十lli 33尺(ll十日十 1li

内郭東門
梁行 25.5尺02+13.5) 24尺(11+13) 23尺(1]+12) 23尺(11+12)

桁行 32尺(10十12+12) 32尺 00+12+ 10) 30尺(9+12+9) 32)ミ(10.5十11+10.5)

内郭西内
梁行 24尺02十12) 24尺 02+12) 24尺02+12) 22尺(11+11)

桁行 30尺(9+12十 9) 30尺(9+12+9) 30尺(9+12十 9) 31 尺(11十13+7) 

内郭南門
梁行 24尺02+12) 24尺02+12) 24尺(12+12) 24.5尺(12.5+12)

I 期 E 期

桁行 30尺 (9+12+9) 31尺(10十12十 9) 

内郭北門
梁行 24尺02+12) 22尺(11十11)

2 内郭酉門の機能について

上記の諾特徴を見ると、内郭西門は内郭線、上の他の 3門と るところはなく、 4門

ともに極めて強い共通性を備えたものであると言えよう。しかし、飽の 3門とは決定的に異な

る点も挙げることができる。まず、門正面の SX931の存在である。前述のように地山まで掘

り込んだ凹みで門柱掘形内に見られる工具痕跡と伺じ痕跡が残り、古代の仕事である。門の存

続期間において、このままの状態では門に出入りすることは不可能である。

次に、門の後方は250ほどの急斜面で遺構は全く見られなし、。門の南北南側もそれ
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払田柵跡調査事務所年報1990

屈で、通常こうした斜面を上り下りすることは極めて困難である。ただ、門の南東から東へ向

けて幾分なだらかな斜閣があり、地表から見る限り唯一この辺りが歩き易そうに見える。門の

東{~Ijの斜面上が丘陵西端部における最高位で-、標高48.5mである。昨年の調査区からこの西端

部最高位を通り、 SD877溝が南北方向に走り、さらに東へ向いていることが地表から観察さ

れる。この溝が古代の遺構であるならば、

の盛り土をまたがなければならなし、。

を通行する場合どこかでこの溝とその南側

内の造営揺は西へ傾斜しており、地山間では工期建物とlV期器形の東西両端では2.6mの高

低差がある。そこで門柱掘形の鼠面レベノレを昆ると(第31図入梁行方向の底面レベノレの

差は I期~亙期にかけて全て 1mを越え、最大1.6mあ f)~ lV期のみが最大85crnとなる。これ

に対し、桁行方向の高{~差は I 期 ---IV期を通じて、1O~80crnの範囲内に収まっている。内郭西

門の基壇は流失していて喪存しないが、水平に造成された基壇蕗から揺形が揺られたので、あれ

ば、その底面レベノLに最大1.6mもの高低差は生じなし、のではあるまいか。元来西に向いた斜

されたために、基壇面も西ほど低く傾斜しており、東西方向の梁行にこのような高{底

差を生じたものと考えられる。掘形底面レベルを見る限り、軍期までの基壇は西に低く傾斜す

る状態で、lV期にはほぼ水平な基壇を造成したものと推定される。ちなみに丘陵斜面にある内

郭東門、内郭南門は底面レベルに1∞c思前後の高低差があり、平地に造成した外郭南門は底面
(註 3) 

レベルが判明している掘形は 2基のみで、あるが、その高低差は10crnに過ぎない。

内郭西門と現在の水田面との比高は約 6mあり、内郭東門の4.5mがこれに次ぐ。両者は丘

陵の南端に立地するが立地上の大きな相違は内郭西門は西側に真山が存在するために眺望が全

く良くないという点である。門の位置からはかろうじて北方と南方および南東方向の低地は見

渡せるが、北西から西方、南西方向を見渡すことはできない。もちろん外郭西門も見えず、払

田柵の内郭・外郭線上の 8門の中では最も跳望が良くない位置に立地していると言える。

以上挙げた門正面の掘削、後方の急傾斜、傾斜する基壇菌、跳望の悪さなどの状況、殊に前

2者からこの内郭西門は門としての機能はなかった可能性があるのではないかと推定される。

また、逆に機能したと考えるならば、門正面にある SX931には例えば木製の階段のような施

設の存在が不可欠であろうし、門後方の急斜面は通行せず、門の南東部から東方にかけてのや

やなだらかな斜面を通行したことが考えられる。

では、門としての機能がなかったので、あれば、これまで各域楠で検出され、櫓としての機能

が推定されてきたし、わゆる「櫓j跡と同ーと見ることができるだろうか。払田柵跡内郭の八脚

内は区画施設が八の字形に内側fこ戸入り込んだ位置に取り付いており、区画施設の直線部やコー

ナーをまたぐ形で付設された「櫓」跡とはその付設される位置に大きな違いがある。さらに、

払田楠跡、の内郭線、の場合は、八脚門の存在と同時に、築地土塀と八の字形に屈曲する角材列と
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第4章第85次調査

の接点部にこれら建物が付設されていることが既に内郭北門を除いて明らかであり、こうした

規模、構造、位置の違いから、八脚門と「櫓」跡とは区別される別個の建物であることは明白

である。

一方、「櫓」跡と共通する側面も指摘できる。「櫓」跡はその本来有する機能とは別に、その

性格として配置に計画性があること、対外的施設として意匠上の役割を有することが挙げられ
(註 4) 

る。内郭西門は門としての機能よりも、こうした「櫓」跡と共通する性格を強く具備してい

たと言えるのではなし、か。殊に、門は区間施設が八の字形に内側に入る位置に取り付き、「櫓J

は門の両側の、区画施設の屈曲部分に作られるというように構築場所が限定されていること、

とも数回の建て替えがあることに強L、共通性があり、両者は本来別の建物でありながら一

体のものとして、左右対称に配置するという意匠面での意図をも持って計画的に配置されたも

のであることが窺える。そうしたことの背景にはその本来の機能の有無十二関わらず、それらを

域楠の東西南北に配置する必要があったのであり、払田禰跡の内郭線、外郭線は楕円形を皇し

ながらも基本的には四角形を意図して造営されたことを意味するものではなかろうか。

3 内郭緩富雄設の造営時期について

払国者1IJ跡ではこれまで内郭嬢築地土塀の存続期間を内郭緩 I期とし、築地土塀が崩壊し、内

郭続全体が角材列に代わってからを内郭線豆期と考えてきた。内郭西門の北西隅柱と南西橋柱

からは角材列が延び、南北南側ともに内郭線 Z期には築地土塀に連結しており、このあり方は

内郭東門の場合と酷似する。西に向かつて八の字形となる角材列は南北両側とも 4時期あるが、

昨年の第81次調査で北側には内郭線 1.豆期とも各々 2小期があるものと把握していた。

しかし、高側は内郭線工期は l時期のみ、内郭録、互期には 3小期があ i人既に内郭東門の西

側と内郭南門東側においても内郭線五期の角材列に 3時期の造営を認めている。今回の内郭西
(註 5) (註 6) 

門南側の例を追加したことにより、内郭線の東部、南部、西部において内郭線五期の角材列に

3時期の造営を確認したことになる。さらに第81次調査の報告で、内郭北東部築地土塀の西側
(註 7) 

におけ』るいわゆる 4重禰部分でも内郭線五期に 3時期がある可能性を指摘した。こうしたこと

から第副次調査の内郭西門北部の角材子ljSD891Bは内郭線五期に含まれ、内郭線 1期はSD

891Aのみ、耳期には SD891 B、SD892A . Bの計 3期と考える方がより妥当性が高いと考

えられる。今j麦、内郭線、の水田中に残る角材列の年輪年代測定を行うことにより各々の時期の

造営年代が確かなものとなるであろう。

設 1a ~払田持層跡調査事務所年報1974 払田端跡一昭和49年度発掘調査概要-j]秋田県教育委員会

払田柵跡調査事務所 1975 (昭和50)年

「「
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払回柵跡調査事務所年報1990

b ~払田橋跡調査事務所年報1978 払田柵跡一第12次補足・第13~22次発掘調査概要一』

秋田県教育委員会 払田柵跡調査事務所 1979 (昭和54)年

c ~払田柵跡調査事務所年報1984 払田揃跡一第54~59次発掘調査概要一』秋田県教育委員会

払田柵跡調査事務所 1985 (昭和60)年

d ~払田柵跡調査事務所年報1987 払田柵跡一第68---73次調査概要一』秋同県教育委員会

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 1988 (昭和63)年

e ~払田柵跡調査事務所年報1988 払田柵跡一第74--78次調査概要一』秋田県教育委員会

秋田県教育庁払田補助;調査事務所 1989 (昭和64)年

註 2a 山田一郎-井上克弘「東北地方を覆う古代の珪長質テフラ“十和田一大湯浮石"の問定j

『第四紀研究』第29巻第 2号 1990 (平成 2)年

b 阿 子 島 功 - 権 原 徹「東北地方， 10 c頃の降下火山灰について(予報iJ!I東北地理』

第42巻第 2号 1990 (平成 2)年

註 3 !I在、田禰跡調査事務所年報1975 払田柵跡一昭和50年度発掘調査概要一』秋田県教育委員会

払田計!日跡調査事務所

註 4 古川雅清「東北地方古代域柵官宿の外郭施設一謂所櫓跡につL、て-J~研究紀要百』

宮城県多賀城跡調査研究所 1979 (昭和54)年

設5 ~払田柵跡調査事務所年報1987 払回柵跡一第68~73次調査概要 』秋田県教育委員会

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 1988 (昭和63)年

註 6 ~払出揃跡調査事務所年報1988 払田櫛跡一第74~78次調査概要 』秋田県教育委員会

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 1989 (平成元)年

註 7 !I払田柵跡調査事務所年報1989 払田柵跡一第79~83次調査機要一』秋田県教育委員会

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 1989 (平成 2)年

註 8 内郭線互期のうちのある時期の角材は、西暦907年伐採の材であることが判明している。

『払田柵跡調査事務所年報1988 払田楠跡一第74~78次調査概要-~ 秋田県教育委員会

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所 1989 (平成元)年

奈良国立文化財研究所『年輸に歴史を読む一日本におけh る古年輪学の成立-~

奈展開立文化財研究所学報{第訪問) 1990 (平成 2)年
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第 5章第86次調査

第 1節 調 査 経 過

これまで長森丘陵上での発掘調査に備えるため、第69次・第76次調査において政庁東側、昨

年度の第80次調査において丘陵商端部の徴地形測量を行って来た。今年度は政庁西側の17，000nf

をその範囲とし、興和誤IJ量合名会社に委託して、縮尺100分の 1地形閣の作成と測量基準点の

埋設を行った。

調査範閤内には政庁東側のような古代における地形改変の形跡は、少なくとも地表からは看

取されない。また、南側の裾にi日住宅地がある他は近年の土車り等の大規壊な改変も見られな

い。政庁西門付近からはホイド井泉方面へ通じる道が l本存在する。丘陵南側は急斜面である

が、丘陵 j二は西から東へ緩やかに傾斜している。

第33国 第86次調査イ立寵図
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払田榔跡調査事務所年報1990

第 6章第87次調査

第 1節 調 査 経 過

管理団体仙北町から、農道及び水路の改良工事を理由とした現状変更許可申請書が、平成 2

年 5丹 1日付で秋田県教育委員会を経由して文化庁へ提出された。

これに対し、文化庁からイ山北町あてに平成 2年8月21日付け委保第 4の593号をもって 11.

工事の着手は、秋田県教育委員会による発掘調査の終了後とすること。 2.上記の発掘調査の

結果重要な遺構が検出された場合は、文化庁に協議すること。 3.その他実施に当たっては、

秋田県教育委員会の指示を受けること。Jとの通知があった。

申請地は外郭南門のすぐ南東にあたる。当事務所では「第87次調査Jとして、 11月8日より

向13日まで、調査に当たった。

第34国第87次調査位置函
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第6章第87次調査

第 2節 検 出 遺 構 (第35閣，図販30)

調査地は真山の西にある標高33.5mほどの水田で、調査区域内には 2本の水路があり、その

間に!福1----1.5mほどの農道が東西に走っている。外郭西門は本調査区間端より北西約30mにあ

り、また、昭和50年度の第 8次調査では本調査区内の水路から北約25mの位壁に竪穴住居跡が

1軒検出されている。水路の南北に水路と平行するIp高1mのトレンチを17錆所設定したが、こ

のうち 1箇所に溝状遺講が接出されただけであった。基本土層は第 l層が黒掲色の耕作士、第

2層が黒褐色土、第 3層が黒色土で水平に堆積する。第 4層は灰色の粘質土で地山である。

( 1 ) S D塁32

調査区西部の JB79グリッドに検出された。幅約70c座、深さ40c函ほどの溝状の遺構で、長さ

2~5Iτl を検出した。付近は厚さ 20----25舗の表土を:}!Jぐとすぐに地山で、溝はこの地山を握号込

んでいる。底部が細し、船底状を呈する。遺物は出土しなかった。

3節出土遺物

1 J 70グリッド第 3麿から、土師器杯が l点出土した。灰白色を呈し、口夜12.2c盟、底径4.6c盤、

器高4.7c盟、底部切り離しは回転糸切りである。

第 4節小結

本調査区は、第 5次調査区の西に位置し、第 6次調査区の南に隣接する。外郭西門にも撞め

て近い。第 5次調査では古代の遺構は皆無であり、第 6次調査では耕作土を剥がすとすぐに地

山に達し、竪穴住居跡 1軒と、その内部からの出土遺物を除けば、他に遺構-遺物は検出され

なかった。このことは第 6次調査で窺われたように、耕地整理による削土が著しく、遺構が失

われていることに基因するものか、あるいは元来外郭西門の内側には古代の遺構がほとんど構

築されなかったかのいずれかによるものと思われるが、払田楠の主たる施設をその内側に控え

た外郭南門付近の発掘調査や、ポーリング探査による成果に比べれば、前者の原臨もさること

ながら後者の感も強し外郭部門付近には建物等の遺構は元来存在しなかったかまたは極めて

少ないのではないかと推測される。調査範囲は限られているので早急な結論はできないが、今

の所、そのような見通しを立てておきたし、。
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第 7章 自然科学的分析

第84次調査では古代の土地利用状況の把握と古環境の復元を目的とし、土壌を採取して花粉

分析を行った。また、第85次調査では門柱と礎盤の樹種解明を目的とし、樹種鑑定を行った。

これらの分析は、パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。提出があった報告を以下に記す。

第 l節 花 粉 分 析

i 試料

試料は、域f賠北東部の 2ケ所の地点から発掘調査担当者により採取されたものである(第36

図)。各地点における堆積層の窟相と試料の採取層{立を第37図に示す。両地点の断面には、黄

褐色の火山灰が認められているが、これは、添付資料に基づくと平安時代に降下した火山灰と

されている。

2 分析方法

混重約10gの試料について、 HF処理→重液分離(ZnBr2:比重2.2)→アセトリシス処理

→KOH処理のJI債に物理・化学処理を行い花粉・胞子化石を試料から分離・濃集する。得られ

た残誼をグリセリンで封入しプレパラートを作成した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を

しながら出現する種類 (Taxa) の同定・計数を行った。また、検出されたイネ科につい

ては、ノマルスキー徴分干渉装置を使用し表面模様の観察を行い、発芽孔の形態や粒箆を考麗

しながら、栽培植物とされるイネ属の向定を行った。

3 花粉化石の産状

同定・計数結果を第 4・5表、花粉化石群集の変遷図を第38・39図に示す。この際の変遷図

中の各種類の出現率は、木本花粉は木本花粉総数、革本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数か

ら不明花粉を除く数を基数として育分率で算出した。

両地点の花粉化石群集は、ともに平安時代の火山灰を挟んで層位的に変化せず、間接な群集

組成を示す。木本花粉では、針葉樹のスギ農が優占し、ブナ属ーコナラ亜属などの落葉広葉揺

が多産する。このほかにクルミ属、キハダ属、 トチノキ属といった冷温帯に分布の中心がある

落葉広葉樹の種類を伴う。草本花粉では、イネ科・カヤツリグサ科、ヨモギ属が多産し、ガマ

属・オモダカ窟・サジオモダカ属といった水湿地生の種類を伴う。

内
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深度(cm) A地点

。「 試科署土質
黒色土・表土

黒色土

黒褐色こi二

黒色土

黒色土

時 ih1
。NO.2

1)ーブ色砂

まじりシノしト)

黒色三lて

黒色こi二

暗オリーブ灰色土

150ト 凡例

白日目 回
シルト砂 i)己炭納物遺体火山灰

200 

第 7章 自然科学的分析

Bf也点 試
料 土 質
番
号 黒褐色土

黒色土

黒褐色土

土色
岡一一…

時オ 1)ーブ灰色土

第37図 試料採取地点の模式柱状回および試料採取層位

ヰ 花粉{七五群集の比較

両地点の花粉化石群集は、上述したように群集組成および層位的な変化が類似し、年代層序

学的にも平安時代とされる火山灰層により、時空間的に比較される。また、同様な花粉化石群

集が、第79次調査地点(域禰跡中央部のやや西部のA地点)における平安時代の火山灰層直下

の層準でも確認されている。これらのことから、平安時代とされる火山灰層の前後の層で器、め

られた、針葉樹のスギ属花粉が優先し、ブナ属・コナラ亜属などの落葉広葉樹花粉が多産する

花粉化石群集が、本地域において広がりのある古植生の変化を反映している群集と判断できる。

また、平安時代とされる火山灰層の前後の層準で花粉化石群集が変化しないことにより、本地

域における古植生が平安時代とされる火山灰が降下する前後の時期を通じてほとんど変化しな

かったことを物語っている。

一方、第79次調査時のA地点では、火山灰の下位にある地山直上の層準で、ハンノキ属・ト

ネ 1)コ属といった湿地林を構成する要素を含む種類が多産する花粉化石群集が認められてい

る。この花粉化石群集が、今回の調査地点で認められた花粉化石群集より古い時期の植生を反

映しているのか、あるいは局地的な植生を強く反映しているのかについては、各地点間の年代

学的な検討が充分でないため不明であり、今後の検討が必要である。
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第 5表 A地点における花粉分析結果

種類 (Taxa)

木本花粉
モミ属
マツ属

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科
サワグルミ属
クノレミ震

クマシデ属ーアサダ属

カパノキ属
ハンノキ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属
クリ属ーシイノキ属

ニレ属ーケヤキ属

エノキ属一ムクノキ属
カツラ属
キハダ属

トチノキ属
ブドウ属

ノブドウ属
シナノキ属

ウコギ科

トリネコ麗

試料番号 2 3 

8 6 
2 

138 148 
2 3 

3 2 
5 4 

8 ら

37 18 
22 18 

4 3 
6 2 

2 

革 本 花 輪
ガマ属
サジオモダカ属

オモダカ属

イネ科
カヤツリグサ科
ホシクサ属

ミズアオイ属
サナエタデ節ーウナギツカミ節

アカザ科
ツリフネソウ属

セリ科

シソ科

ヨモギ属

他のキク亜科
タンポポ亜科

2 
14 
132 
31 

3
1
A
A
-
-
A
0
1
 

q
J
 

不明花粉

2 

110 
2 

噌

i
A
q
δ

4
1
A
 

ハ
リ
ワ
M
O
O
-
-
A

一
1
i
1
1
4
1

つ山司令リ

宅

i
・A

1

1

1

1

1

2 7 
73 159 
34 52 

6 
3 

3 3 

27 22 

「
q
i
u

2 5 

ン ダ類胞子
シダ類胞子 16 12 25 

，にA3 さa子ムl 

本花粉 234 220 221 
本花粉 220 152 248 

不明花粉 5 2 5 
シダ頬胞子 16 12 25 
総花粉-胞子 475 386 499 
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第 8表 B地点における花粉分析結果

第 7章 自然科学的分析

種類 (Taxa) 試料番号 4 5 

木本花粉

マツ属 8 5 
コウヤマキ窟

スギ属 119 152 
イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科 2 
クルミ属 4 
グマシデ属一アサダ属 5 2 
カパノキ属

ハンノキ麗 8 8 
ブナ属 15 30 
コナラ属コナラ盟震 18 13 
コナラ属アカガシ亜震 3 
クリ属 3 2 
ニレ属一ケヤキ属 4 

エノキ属ームクノキ属

トチノキ属 5 
ウコギ科

6 

本花粉

ガマ属

サジオモダカ震

オモダカ属

イネ科

カヤツリグサ科

サナエタデ節ーウナギツカミ節

アカザ科

ナデシコ科

ツリフネソウ属

オオパコ属

オミナエシ属

ヨモギ属

キク亜科

F
h
d
に
d
F
D

p
h
u
dパ
立

司
、

u
nコ門
I
e

ハu
q

毛

d

仰

h
d
n
f臼

24 59 

不明花粉 6 

に
d
1
i
q
d
q
u
l
a
q
J
Q
d
Q
U
を

i

A

4

1

1

q
，

山

内

i

つd

nノ
ム

副

司

t
u
n
J
L嗣

噌
E
E
A

-
A
q
L
1
1
Q
υ
A
U
F
O
 

宅

i
n
δ
q
u

49 

3 2 

ン ダ類胞子

シダ類胞子 23 26 14 

式chコ 計

木本花粉 183 229 222 
革本花粉 145 154 189 
不明花粉 も 3 2 
シダ類胞子 23 26 14 
総花粉-胞子 357 412 427 
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5 花粉化石からみた古植生

域柵周辺の古植生は、平安時代とされる火山灰が降下する前後の時期を通じて、スギ林を含

む、ブナ属・コナラ亜属などの落葉広葉樹林であったと推定される。

ところで、秋田県の低地における古植生については、辻 (981)による研究報告がある。そ

れによると、低地およびその周縁地域では、コナラ亜属・ブナ属の優先する落葉広葉樹林から

スギ林を含む落葉広葉樹林へ、さらに人間の原植生破壊によるマツ属二次林へと森林変遷した

ことが推定されている。今回の結果は、辻(1981)の人間の諌植生破壊が及ぶ前の森林の時期

に比較される可能性が高し年代的にもマツ属二次林へと変化するのがはC年代より約1，000

年前頃と推定されていることから矛盾しない。

一方、域禰近辺は、平安時代とされる火山灰が降下する前後の時期は、各調査地点の堆讃唐

の層栢が泥炭であることから泥炭地の様相を呈していたことが窺われる。その泥炭地にはイネ

科、カヤツリグサ科や水湿地生のオモダカ属、ガマ属、サジオモダカ属、ツリフネソウ属など

が成育していたとみられる。また、入車植物で‘あるオオバコ属が今回の岳地点と第79次調査時

のA地点においてわずかであるが検出されるが、これは周囲の植生に対して人為的な干渉の審

響が及んでいたことを暗示しているように思われる。また、今回の調査地点で多産したイネ科

花粉には、栽培植物とされるイネ属は認められず、周辺での穏作農耕の可能性は低いと推測さ

れる。

号i期文蘇

辻 誠一郎「秋田県の低地における完新世後半の花粉群集J W東北地理』 第33巻第 2号 1981 

(昭和56)年 p.81-88

第 2節 樹 種 鑑 定

試料

試料は 2点で、第E期内郭西門東側柱北 3掘形(第10図11)から検出された柱根(試料No.11)

と第百期内郭西門東部柱北 2掘形(第10図14)から検出された礎盤(試料No.l4)とされるもの

である。

2 方法

剃万の刃を用いて試料の木口・柾目・板自の 3面の徒手切片を作製、カ♂ム・クロラール

(Gum Chloral)で封入し、生物顕徴鏡で観察・同定した。向時に顕徴鏡写真図版(国版34)

も作製した。

3 結泉
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第 7章 自然、科学的分析

No.14はスギに、 No.llはクリに同定された。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質

は次のようなものである。なお、各 Taxonの科名・学名・和名およびその配列は『日本の野

生植物木本 1. n~ (1989) にしたがった。また、一般的性質などについては『木の事典J第

1巻~第17巻(1979"'-'1982) も参考にした。

-スギ (Cryptomeriajaponika) スギ科 試料No.l4.

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。早材部の変形が著しい。樹脂細胞は

ほぼ娩材部に限って認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなし放射柔細胞の壁は滑らか、

分野壁孔はスギ型 CTaxodioid) で2"'-'4個。放射組織は単列、 1 "'-' 15細胞高。

スギは本チ1'1・四国・九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽-植林される。閣内では現

在植林面積第一役の重要樹種であり、長寿の木としても知られる。材ーは軽軟で割裂性は大きし

加工は容易、保存性は中程度である。建築・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

第73次調査で出土した外郭線角材列の角材23点もすべてスギと同定されている(パリノ=

サーヴェイ株式会社 1988)。

-ク 1) (Castanea crenata) ブナ科 試料No.ll.

環孔材で孔間部は多列、孔圏外で、やや急激に管怪を減じたのち漸減しながら火炎状に配列す

る。大道管は単独、横断面では楕円形、小道管は単独および 2~ 3i置が斜(放射)方向に複合、

横断面では角張った楕円形~多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列。放射組織は

向性、単列、 1 --15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国・九州、!の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・

家具-薪炭材、楠木や海苔粗菜などの用途が知られている。

引用文献

パ~ノ・サーヴェイ株式会社「自然科学的分析J U払田柵跡調査事務所年報1987 払田柵跡一第68~73

次調査機要-~ 秋開県教育委員会 秋同県教育庁払仔1$跡調査事務所 1988 (昭和的)年 S9pp. 

平井信二『木の事典』第 1~17巻かなえ害罪 1979 (昭和54)~ 1982 (昭和57)年

佐竹義輔・原寛・亘理俊次・富成忠夫(編)U日本の野生植物木本 1・IU 平凡社1989

(平成元)年 321・305pp.
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第 8章調査成果の普及と関連活動

1 現地説明会の開催

平成 2年 10月 4日

第85次調査について

2 諸問体主催行事への協力活動

内郭西門跡調査現場や政庁跡などにおいて、神間町立北神小学校、中国甘粛省博物館、秋田

域跡調査事務所、国学院大学大学院、岩手県矢巾町教育委員会の方々や、各種団体主催の郷土

学習会、見学会などに対し、払田禰跡の概要説明を行った。

3 払田欄跡環境整備審議会への出蕗

第 1回 平成 2年12月6・ 78 

第 2回 平成 3年 2月15・16日

ヰ 顧問会議の開催

第31回

第32回

平成 2年10月4日

平成 3年 2月21日

5 報 £ヒ
Cコ

児玉 準「払巴柵跡-第85次調査の撲要-J

『第17回古代域楠官街遺跡検討会資料~ 1991年 2月 8・ 9日

児玉 準「払田柵跡第85次調査の概要J秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会

平成 3年 3月 9・10日

戸むに
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図版 1 第85次調3iE

1 J基金山より見た払聞栂錫;(JI(から}

• 

2 2県議山より見た1:1.聞隅跡(南東から}



図版2 第85次調"1f.

l 調必lIijの状況

2 I勾郭磁r1巡II脅(，1Í~状況(南から)

• 

-. 

• 

， 



図版3 第85次絢査

l 内平日商門(来から)

• 

2 内草f>i1Br' (~t束力・ら )



図版4 第85次調~

• 

• 

I 内草f>西門(刷凶から }

• 

• 

2 内主r.i'!ifH北地・ら)



図版5 第85次繍査
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1 内草E凶門商凶隅住(来から)

2 内宰s酋門南西I潟絞(雨から)



図版6 M85次調議
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1 第W期内郭商門東IRIH主
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司院

3・
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図版 7 第85次調'i'E

• 

l 内郭路r，No.4*宝織IHとSD918稀(北西から)

• 

• 

2 向 上(北から)



図版 8 第85次舗査
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、

t 内線西1"11'10.3院側形{ヰじから)

， 

• 

Z 内郭西門1'10.6枝J由形(術から }



図版9 第85次調奈

• 

• 

i 内郭凶門No. 7 位lIffiJf~( 北から)

• 

2 内郭商門Na1 2*.主j屈形(~じから )



図版10 第85次調査

• 

， 

l 内諸西r~N\).8 悦司， 1期総形(北か ら)

， 

• 

2 同 上第11-1V剖Il臨彩と S0918・D鴻{北から}



• 

1 I!.J軍隊ir')Nl¥9 U・lIIiJI'T(I刷・ら)

• 

2 問 1..(北から)



図版12 第85次鈎査
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ー札

1 内草y.阿門N<l10枝1m形的ill妓状ilWfiから)

， 

> 

2， I百j 上 断ち害II'}(iillから)



図版13 第85次調~

• 

ぷ孟~
I 内華日間門Nn16柱織形(f軒凶から)

• 

Z 内$1¥衛門No.2住綴j移(西から}
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図版15 第85次調査
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. 

内郭箇門目。13住繍形(iIliから)

• 

• 

2 内邦首門NCl15主主織形{酋から )



図版16 第85次言明査

、

1 内草~商門No.l6tH由形成蘭の< Ii"み(雨から )

2 内事Ul，国門No.151圭*¥illf3庶繭の〈ぽみ(街地、ら)
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• 

• 

2 SD89l・892布陣{酋から)

図版17 ~高85次鈎議

l 内邦凶門と SD891・8921揖
(北から }



図版18 第85次調資
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? 

1 SD9181障と富島地+'J!iを切る
S0926・・92阜清(i軒から}

• 

3‘ 

Z 築地よMを1;!}o5D926-928構<*から)
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図版19 第85次自帯主主

l 第NltIl内邪回門北西間柱にとりつく
50892・B溝{北烈から )

:2 m N JtfJ内#lii!9門商函館i性にとりつ〈
5D918満(街図から)



図版20 第85次調変

; 

.. 

1 1勾草1;図利l判官UJの5D日08機
{西から)

• 

2‘ 

2 SD908溝厳筋肉エ具泌



図版21 第85次調査

• 

1 S D917鴻{再jから}

• 

2 向 上(j有から)



図版22 ~再85次剣豪
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1 SD事l7i膏{北から)

SD917滅
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守
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図版23 ;百85次絢査

• 

SF92(J築地土似の北郷(I軒かり)

• 

2 C トレンチ北主主の SF920築地土塀と SX924~基地池袋(務から)



図版24 第85次調査

1 .iI司fi区両端部の築地li)IrJll'. (繭から)

2 SA919柱列姻Jr~のよを波 う 築地崩峻土(i!'iか ら)

. -

F、

"・'・



図版25 ~事85次絢3lt

• 

• 

1 SA919t主引l北締役と築地崩壊土(凶から)

2 5.'¥919柱列北端柱(南から)



図版26 第85次調査

. 

r. 

) SX930j".)習断前{東から}

~ 

2 向 上(北から)



図版27 1:1185次調査

l 内郭凶r'lとS0891'892繊{北西から)

" 

2 内草f，if宮内と SX931(北西から)



図版28 第85次調査

SX931内のL具痕

2 SX929(北から}
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図版29 第85次調査

• 

1 内草lli!!i門後方の斜面(i有から)

. 

2 内郭活門(西から)



図版30 第宮7次調企

2 S0932滑(東から )
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図版31 第85次調査
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図版32 郷85次調査
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図版33 ~円以次讃袋
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図版34 第85次調査
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